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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立厚木高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①探究的な学び
をとおした科学
的リテラシーの
育成、グローバ
ル教育の研究、
思 考 力 ・ 判 断
力・表現力の育
成を目指した授
業研究と進学実
績を導き出せる
教育課程の研究
を行う。 
②主体的に学ぶ
態度の育成をと
おして生徒の一
人ひとりのキャ
リア形成に必要
な自己決定力を
向上させる。 

①学力向上進学
重点校及びＳＳ
Ｈの研究指定校
としての取組と
連動し、生徒の
論理的な思考
力・判断力・表
現力及び英語活
用力の向上を図
る。 
②１人１台 PC
の活用を推進す
るとともに、生
徒の主体性や思
考力・判断力・
表現力の育成を
図る授業研究を
推進する。 

①主体的、対話的
で深い学びを実現
するための授業研
究を組織的に行
い、すべての教科
で探究的な学びを
取り入れた学習活
動を展開する。 
①ＳＳＨにおいて
は、第２期中間評
価を機にこれまで
の取組の検証と、
第３期申請に向け
た研究課題につい
て検討する体制を
構築する。 
②１人１台 PCの
活用に係る職員研
修会を開催し、教
科を超えて授業等
での活用事例を共
有する。 

①生徒による授業
評価の項目３にお
いて、生徒が主体
的に取り組む場面
が増加したか。生
徒学力調査の文章
表現力、数式処理
力が向上したか。 
①ＳＳＨ中間評価
における検証を踏
まえて今後に向け
た方向性を検討す
る体制ができた
か。 
②授業における PC
の活用状況及び生
徒及び職員のアン
ケート結果。 

①教科横断的な視
点での授業実践を
テーマに校内授業
研究を行い、 11
月に公開研究授業
を実践した。生徒
による授業評価の
項 目 ３ の 割 合
41％であった。昨
年度より５ポイン
ト上昇した。 
①これまでのＳＳ
Ｈ取組成果をもと
に、中間評価に望
んだ。引き続き、
取組成果と課題を
踏まえて第３期申
請に向けた新たな
視点について検討
を進める。 
②本校職員はほぼ
全員、授業におけ
る情報機器を活用
していることか
ら、職員研修会に
ついては実施しな
かった。 

①引き続き、組織
的な授業改善を進
め、指導と評価の
一体化を推進し、
充実した授業づく
りを進める。ま
た、生徒に学習の
振り返りの機会を
設け、既習事項と
の共通点や相違点
を考えさせる。 
①ＳＳＨ運営指導
委員会における指
導助言を踏まえ
て、具体的な取組
内容を整理し、組
織的に改善を図
る。 
②次年度は生徒の
側に立った活用状
況の把握に努め、
授業の互見期間を
活用し、情報機器
の活用について教
科を越えて共有す
る機会をつくる。 

・目標は概ね達成されて
いる。 
・ＳＳＨ事業における探
究活動を充実させ、高い
成果を出せる生徒を育成
するためには、外部に協
力を求めてはどうか。大
学教員としてできるとこ
ろは協力したい。 

〇学力向上進学重点校及びＳＳ
Ｈ指定校としての授業づくりに
係る組織的な改善を行った。特
に、授業の互見期間には全ての
教員に対して「ヴェリタス」の
授業見学を含むことにし、本校
ＳＳＨ事業の中核である「探究
活動」の授業実践について理解
を深める取組を行った。今後
は、新しい学習指導要領の学年
進行とともに、各教科・科目で
指導と評価の一体化に基づく、
指導の在り方を進めていくこと
が求められている。 
〇ＳＳＨの今年度の取組成果及
び中間評価における指摘事項を
もとに、第２回運営指導委員会
において、運営指導委員より今
後の課題と具体的な取組につい
て整理した。 

〇新しい学習指導要領が示す指
導と評価の一体化を着実なもの
とするため、全職員で授業づく
りはもとより、授業観察の振り
返りや校内授業研究の場にも反
映できるようにする。また、Ｓ
ＳＨ事業の一環として他校に先
駆けて実践してきた「探究活
動」の深化を図るため、理数教
科以外の教員とも共通理解を進
める。 
 
 
 
〇ＳＳＨ第３期申請を控えて、
今年度整理した取組成果と課題
のうち、特に「ヴェリタス」
「エンジニアリング」におい
て、データサイエンスに係る指
導内容を一層充実させた年間指
導計画を検討していく。その
際、情報科や数学科等とも教科
横断的な視点で連携をすること
が求められている。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒が自らを
律し、また、全
体のために行動
しようとする態
度を育成する。 
②学業と課外活
動等との両立を
図り心身ともに
健康でバランス
の取れた学校生
活に向けた組織
的な支援体制を
確立する。 

①学校行事や部
活動等をとおし
て生徒の主体
性・社会性の向
上を図り、バラ
ンスの良い自立
した社会人を育
成する。 
②教育相談体制
の充実を図り、
生徒の学校生活
における安全・
安心に向けた支
援を行う。 

①学校行事におい
て生徒主体の計
画・運営ができる
よう支援する。部
活動の加入状況・
大会実績を集約
し、活動の活性化
を図る。 
②スクールカウン
セラー等と関係職
員とが連携し、生
徒の心の悩みの解
消等に努める。 

①学校行事や部活
動における生徒の
主体的な運営能力
が向上したか。 
・部活動への加入
状況及び取組状
況。 
②個別の支援が必
要な生徒に対する
有効な教育相談体
制がとれたか。 
・教育相談の実施
回数。 

①部活動の加入状
況は 94％で、全
国大会出場を果た
した部活動が複数
あった。学校行事
においては、感染
症対策を講じなが
ら、コロナ禍以前
の形態に近い形で
実施することがで
きた。 
②ケース会議 20
回、個別の支援が
必要な生徒に対す
る情報共有の会議
を５回開催し、関
係職員が生徒の状
況や支援の方策等
を協議した 

①引き続き、学業
と学校行事や部活
動との両立を図る
取組を進める。学
校行事の運営では
生徒の主体的な取
組を支援してい
く。 
②個別の学習支援
が必要な生徒が増
えている状況を踏
まえて、情報共有
の機会を増やすと
ともに、生徒の心
の悩みについて早
い段階で対処でき
る体制を構築す
る。 

・目標は概ね達成されて
いる。 

〇感染症対策を講じつつ、一部
制限を設けながらも、コロナ禍
以前に近い形で学校行事を運営
することができた。部活動も活
発に行われた。 
〇ケース会議や個別の支援が必
要な生徒に係る情報共有の機会
を可能な限り多く開催した。コ
ロナ禍の影響もあり、心の悩み
を抱える生徒が多く出ているこ
とから、生徒の行動の変化に気
づき、速やかに情報共有される
体制を引き続き構築することが
望まれる。 

〇在校生や本校に進学を目指す
中学生に向けて、学業と部活
動・学校行事等の両立の姿勢を
示すとともに、部活動や学校行
事の運営において、生徒の主体
的な活動を支援していく。 
〇教育相談体制の拡充を図り、
スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカー等とも連
携を密にし、生徒の抱える心の
悩みや困り感への対応を推進し
ていく。また、個別の学習活動
に対する支援についても、全職
員の共通理解のもと必要に応じ
て対応していく。 

３ 進路指導・支援 

①主体的な学び
から進路決定に
結びつける進路
指導の実現と各
種模擬試験等の
分析結果を活用

①継続的な模擬
試験や面談など
を通して、着実
な学力の定着を
図り、希望進路
の実現を目指

①生徒が設定した
高い目標を最後ま
で諦めさせないた
めの支援を充実さ
せ、結果として難
関国公立大学への

①生徒対象及び保
護者対象の説明会
や面談の回数及び
内容。 
・生徒や保護者の
意見。 

①今年度卒業生
（75 期生）の実
績として、国公立
大学合格者は 97
名、そのうち難関
国立大学合格者は

①進路説明会や知
の探究講座等、各
学年の生徒に有効
な時期や方法を検
討し、更には担当
教員の負担を軽減

・目標は概ね達成されて
いる。 
・これからも厚木高校が
優れた進学実績をあげつ
つ、地域の中学生からあ
こがれの高校としてあり

〇今年度卒業生は、コロナ禍の
中で高校生活を迎えた学年では
あったが、進学実績としてほぼ
例年並みの成果を達成できた。
しかし、更なる飛躍を目指した
い。 

〇本校における３年間を見とお
した進路指導の方向性を確認す
るとともに、学年団とも連携を
取りながら、生徒が掲げる高い
進路目標を最後まであきらめさ
せない体制を作り上げていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

し、生徒が設定
した進路の実現
に向けて、最後
まで諦めさせず
に維持させ、高
い進路実績を維
持する。 

す。また、自ら
の将来を見据え
た第一志望校の
決定とそれを実
現するための支
援を行う。 
①３年間をとお
した体系的なキ
ャリア教育推進
を目指す。 

進学者数が学力向
上進学重点校とし
てふさわしい数値
の達成を目指す。 
①キャリアパスポ
ートと連携した、
生徒の進路意識の
向上を図るプログ
ラムの開発を図
る。 

・国公立大学合格
者が 150 名、難関
国公立大学合格者
が 20 名を超えた
か。 
①生徒の進路意識
を高める具体的な
取組を実践できた
か。 

19 名を達成し、
県の定める学力向
上進学重点校とし
ての指標Ａを満た
した。 
①高校段階のキャ
リアパスポートを
作成はしている
が、定期的に生徒
に振り返りさせる
などの活用が十分
ではない。 

した運営方法を検
討していく。 
①ホームルーム等
を活用して定期的
な活用を促すプロ
グラムの実施を推
進する。併せて学
年の進行とともに
生徒の進路意識の
変化を検証する機
会をつくる。 

続けてほしい。 〇生徒のキャリア意識の向上を
目指した、保護者説明会の開催
時期の見直しや１年生向けの
「知の探究講座」の実施等、新
たな取組を実施した。新たな取
組結果の検証を行うとともに、
生徒の変容を把握する方法につ
いても検証していく必要があ
る。 

〇進路支援グループが主導し
て、ホームルーム等を活用しな
がら高校３年間で生徒に取り組
ませるキャリア意識の向上に係
る方向性を全職員で共有すると
ともに、生徒の変容に係る具体
的な検証方法について検討す
る。 

４ 地域等との協働 

①学校の教育活
動を広く地域に
公開・発信し、
開かれた学校づ
く り を 推 進 す
る。 
②地域や学校間
と連携した教育
活 動 を 推 進 す
る。 

①スクール・ポ
リシー主軸に置
いた戦略的な広
報活動に取り組
み、本校の教育
活動の情報発信
を推進する。 
②コロナ禍にお
けるＰＴＡ活動
や地域連携の在
り方を検討す
る。 

①ホームページを
充実させ、定期的
に学校からの情報
発信に取り組み、 
学校から発信する
情報に関する評価
を検証する。 
②ＰＴＡ活動の活
性化を図るととも
に、実現可能な地
域連携の具体的方
法について検討を
行う。 

①ホームページの
更新回数、学校説
明会等の参加者へ
のアンケート結
果。 
①発信した情報に
対する受け手側の
評価をすることが
できたか。 
②生徒がＰＴＡや
地域等と連携した
活動実績。ＰＴＡ
や地域からの意
見。 

①全校生徒・保護
者を対象に本校ホ
ームページに係る
アンケートを実施
し、生徒・保護者
の情報ニーズを知
ることができた。
学校生活の取組を
積極的に発信して
ほしいという要望
が多くあった。 
②学校と協働しな
がら今年度、ＰＴ
Ａの組織改編を行
った。また、年間
活動計画を整理
し、役員が無理な
く活動を遂行でき
るよう見直しを行
った。 

①学校説明会参加
者へのアンケート
では本校ホームペ
ージに掲載の情報
については、おお
むね評価を受けて
いた。 
①ホームページに
在校生やその保護
者に向けて学校生
活の紹介の情報を
広く発信していく
ことが望まれる。 
②学校周辺の清掃
活動、保護者によ
る通学時の見守り
等を実施した。Ｐ
ＴＡでは、次年度
も可能な限り計画
していきたいと考
えている。 

・目標は概ね達成されて
いる。 
・厚木高校は地域の中で
は厚高生は礼儀正しく、
勉強熱心である。 
・地域と本校が協力した
防災訓練の実施など、で
きるところから連携を深
めていきたい。 

〇本校の発信する情報に係る検
証について、初めてアンケート
を実施し、その成果を検証し
た。中学生や在校生等の本校が
発信してほしい情報ニーズを把
握し、その改善を行う。 
〇ＰＴＡ本部等と学校側が連携
を密にとるような連絡体制を構
築することができた。今後はＰ
ＴＡの諸活動について、無理な
く運営していけるよう精査して
いく必要がある。 

〇ホームページによる情報発信
については、校内の教育活動に
ついてこまめに記録をとり、適
時に発信していく体制を構築す
る。 
〇対面式の学校説明会の在り方
について検討しながら、本校の
教育活動に関する情報発信の方
法について検討をする。 
〇ＰＴＡ専門部会の諸活動のノ
ウハウの継承と新たな活動につ
いて学校として支援していく。
同時にＰＴＡ会費の適切な予算
規模についても検討していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼にねざし
た学校づくりに
むけ、事故防止
の取組みを推進
するとともに学
校全体の企画調
整 機 能 を 強 化
し、経営課題を
横断的かつ組織
的に検討し、教
育活動の展開・
拡充させる。 
②教職員一人ひ
とりのワーク・
ライフ・バラン
スの調和を目指
した働き方改革
を推進する。 

①事故不祥事を
起こさない学校
づくりを推進す
る。また、組織
としての教育力
の向上と安全・
安心な職場環境
づくりを進め
る。 
①創立 120周年
の１年として、
生徒に伝統校に
学ぶ誇りを実感
させるような取
り組みを実践す
る。 
②各職員の日常
の勤務状況を把
握する機会をつ
くり、日々の業
務への従事時間
の短縮化を図
る。 

①不祥事防止会議
において日常業務
の振り返りを定期
的に行い、引き続
き意識啓発を行
う。職員間の意思
疎通を図り、学校
の課題については
企画会議で共有
し、その解決に向
けて組織的な取組
を行う。 
①創立 120周年の
具体的な取り組み
を立案し、関係部
署と連携しながら
全職員で運営す
る。 
②休暇の取得しや
すい環境づくりを
目指し、すべての
職員が夏季休暇の
完全消化を目指
す。 

①不祥事防止会議
は毎月適切に行わ
れ、随時必要な情
報提供が行われた
か。学校の課題を
共有し、改善に向
けて生徒・職員の
活力を引き出す学
校づくりができた
か。 
①創立 120周年の
取組を適切に立案
し、実施できた
か。 
②職員の従事時間
の短縮化を図るこ
とができたか。夏
季休暇の平均取得
日数。 

①企画会議の機会
を活用して毎月１
回は不祥事防止会
議を開催し、事故
や不祥事の予兆と
なる事案がないか
どうか情報共有
し、本校からの不
祥事の発生防止に
努めた。 
①創立 120 周年記
念事業に係る実行
委員会を立ち上
げ、関係部署と連
携しながら、記念
事業の立案及び予
算だてについて決
定した。 
②働き方改革の議
論を始めた。教員
の負担感の軽減や
業務の平準化に向
けた課題を整理
し、その改善に向
けて取り組んだ。 

①引き続き、不祥
事防止会議を有効
に活用しながら不
祥事防止の取組を
継続する。 
①６月末に実施す
る記念式典の挙行
をはじめ、記念事
業の実施をとおし
て、在校生に伝統
校で学ぶ意義や誇
りを意識できるよ
う取り組みたい。
②フルタイム常勤
職員の夏季休暇の
平均取得率は 98%
で 4.9 日であり、
昨年度より上昇し
た。働き方改革を
継続し、時間外在
校時間の更なる縮
減を目指す。 

・目標は概ね達成されて
いる。 
・部活動顧問の負担軽減
の一環として「部活動イ
ンストラクター」があ
り、卒業生が引き受ける
ことが多い。保護者の立
場として、万が一のこと
があったときのことを考
えると不安な気持ちにな
る。 

〇企画会議を活用した不祥事防
止会議を定期的に開催すること
で、校内の業務に係る情報交換
が進むことができた。全職員に
対する不祥事防止研修会も画一
化しないよう、取組方法につい
て検証していくことが必要であ
る。 
〇創立 120 周年記念事業に係る
予算だてと具体的な記念事業の
概要を立案することができた。
引き続き、記念式典の挙行に向
けて取り組むとともに、伝統校
で学ぶ意義や誇りについて意識
の共有を図りたい。 
〇働き方改革の組織的な議論を
始め、改善できる方策から対応
した。抜本的な改革には至って
いないが、議論を進めて、職員
間で知恵を出しあいながら具体
的な取組内容を整理する必要が
ある。 

〇不祥事の発生を防ぐことがで
きた。引き続き、継続して取り
組む必要がある。多くの職員の
意見を参考にしながら新たな取
組方法を考えることをとおし
て、職員の当事者意識の醸成を
図りたい。 
〇創立 120 周年記念事業の円滑
な実施を目指す。その取組過程
や予算の執行に係る資料を適切
に残し、次の周年行事のための
記録を残したい。 
〇引き続き業務の平準化はもと
より、特定の職員に業務が集中
しないよう配慮するとともに、
業務アシスタントの有効的な活
用を図りながら、組織全体の勤
務時間外在校時間の縮減、休暇
取得の推進を実現していく。 

 


